
しきさい画像(JASMES SGLI標準モニタ)のGeoTIFF変換について
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 ここでは、JASMES SGLI標準モニタから入手した「しきさい画像」を、GDALコ
マンド、パラメータを用いて、GeoTIFF変換する方法を紹介します。

以下の対象領域で、処理方法が異なります。
・日本周辺域(250m)
・全球(5km)

【例１】日本周辺域(250m)
・海洋・クロロフィルａ濃度(CHLA)画像の変換例 ・・・・・・・頁2

【例２】全球(5km)
・海洋・海面水温(SST)画像の変換例・・・・・・・・・・・・・頁4
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ここでは、日本域(250m)/海洋・クロロフィルa濃度(CHLA)のGeoTIFF変換例を紹介します。
大気上端輝度は、QGISでのbitマスク処理が必要です。

プロダクト情報取得
１）SD配列名取得

以下は、WindowsにQGISをインストールした際にインストールされる
OSGeo4W Shellを使用した例です。

画像ファイル名

表示される情報の下の方にあるSUBDATASET_1_NAMEの赤枠の情報を使用し
ます。

Linux では、端末(ターミナル)アプリケーションで使用できますが、GDAL
がインストールされている必要があります。

画像データが保存されているディレクトリへ移動して、以下のように
gdalinfoコマンドに続けてファイル名を入力し、 SD配列名を取得します。

【画像１】日本域(250m) ／海洋・クロロフィルａ濃度(CHLA)画像の変換例
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GeoTIFF変換・再投影
２）GeoTIFF変換

１）赤枠内のSUBDATASET_1_NAMEの情報を入力ファイル名として、
以下のようにgdal_translateコマンドでGeoTIFF変換します。

出力ファイル
フォーマット

入力ファイルの
参照座標系

出力ファイル名入力ファイル名

【例１】日本周辺域(250m) ／海洋・クロロフィルａ濃度(CHLA)画像の変換例
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＜QGISでの出力ファイル表示例＞



ここでは、全球(5km)/海洋・海面水温(SST)のGeoTIFF変換例を紹介します。

プロダクト情報取得の１）SD配列名取得は、画像１と同様です。

プロダクト情報取得
１）SD配列名取得

以下は、WindowsにQGISをインストールした際にインストールされる
OSGeo4W Shellを使用した例です。

画像ファイル名

表示される情報の下の方にあるSUBDATASET_1_NAMEの赤枠の情報を使用し
ます。

Linux では、端末(ターミナル)アプリケーションで使用できますが、GDAL
がインストールされている必要があります。

画像データが保存されているディレクトリへ移動して、以下のように
gdalinfoコマンドに続けてファイル名を入力し、 SD配列名を取得します。

【例２】全球(5km) ／海洋・海面水温(SST)画像の変換例
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GeoTIFF変換・再投影
２）GeoTIFF変換

１）赤枠内のSUBDATASET_1_NAMEの情報を入力ファイル名として、
以下のようにgdal_warpコマンドでGeoTIFF変換します。

出力ファイル
フォーマット

入力ファイルの
参照座標系

出力ファイル名 入力ファイル名

【例２】全球(5km) ／海洋・海面水温(SST)画像の変換例
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＜QGISでの出力ファイル表示例＞

JASMES SGLI標準モニタの画像は、経度180度が画像中心ですが、
ここでは経度0度の画像へ変換します。
QGISの「カスタム投影法」の設定で、経度180度を画像中心として表示します。
参考として、経度180度中心画像のままの変換例を最後に紹介します。

出力ファイルの
参照座標系と出力範囲

180度を跨いで
いることを明示。

※物理量の再計算が必要になります。
gdalinfoで「SST_AVE」のadd_offset, scale_factorから
計算します。

入力ファイル名



GeoTIFF変換・再投影
３）カスタム投影法の設定

QGIS画面のツールバーから「カスタム投影法」を選択します。

設定 > カスタム投影法

【例２】全球(5km) ／海洋・海面水温(SST)画像の変換例
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「カスタム座標参照系の定義」画面の右端にある赤丸内の「＋」ボ
タンを押下します。名称、フォーマット、パラメータを以下のよう
に設定し、下部「OK」ボタンを押下します。

名称 ： JASMES（任意の名前を付けてください）
フォーマット： 「Proj文字列」を選択
パラメータ ： +proj=longlat +lon_wrap=180 +ellps=WGS84

画面右下の赤丸内をクリックします。 下記、赤枠内「ユーザ定義の座標系」
で設定した座標系を選択します。
ここでは、上記のJASMESを選択し、
下部の適用を押下します。

＜座標系変更後の表示例＞



＜参考＞
１）GeoTIFF変換（経度180度中心）

【例２】全球(5km) ／海洋・海面水温(SST)画像の変換例
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１）SD配列名取得、赤枠内のSUBDATASET_1_NAMEの情報を入力
ファイル名として、以下のようにgdal_warpコマンドでGeoTIFF変換
します。

出力ファイル
フォーマット

入力ファイルの
参照座標系

出力ファイル名入力ファイル名

180度を跨いで
いることを明示。

＜QGISでの出力ファイル表示例＞

※他のツールでの読込みや地図ベクターとの重ね合わせが
できないことがあります。QGISでの経度表示が0～360度
表記となります。
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